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1．研究の目的と背景

1.1　学習の転移と深い学びの実現
　近年、自由進度学習など児童主体の授業が注目さ
れ、一斉授業との効果比較が活発に議論されている。
しかし、児童主体の授業を重視する意義は大きいが、
十分な深い学びが成立しない場合、教育現場で繰り
返し指摘されてきたゆり戻しが再燃する可能性があ
る。
　深い学びには、知識や技能を単に習得するだけで
なく、新たな文脈へ柔軟に適用する力が必要であり、
これを支える重要な要素が学習の転移である。学習
の転移とは、習得した知識や技能を新たな状況や文
脈に適用する能力を指し、深い学びの実現にとって
不可欠な要素である。しかし、転移は自然には発生

しにくいことがわかってきており、意図的な指導や
授業設計が求められる。従来は偶発的転移が注目さ
れがちだった（市川、1993）が、近年では意図的転
移を促す教授法の研究が進展している。
　特に国語科では、概念的理解が不十分であるため
に転移が困難な授業が多いと指摘されている（奈須、
2017）。原因の1つ目は、楽観的な授業設計にある。

「多くの文章を読むことで読解力が向上する」とい
う前提に基づく授業が多いが、実際には学習の定着
や応用が難しく、効率性にも課題がある。2つ目は、
指導の明示性の低さである。文章の構造や意味の分
析作業が指示されるにもかかわらず、その根拠や着
眼点が十分に説明されず、児童が何に注目すべきか
を理解しにくい点である。3つ目は、方略の有用性
への理解や実感の欠如である。児童が学んだ読解方
略を他の文章に応用する際、「方略の有効性を実感
できない」「どの場面で有効なのか判断できない」「習
熟度が不十分で、方略をアレンジできない」という
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課題を克服できていない状況にある。
　こうした課題を踏まえ、今後の授業設計において
は、深い学びの実現に向けた学習の転移を促す工夫
が不可欠である。その鍵となるのが、エリクソン

（1998）が提唱し、エリクソンら（2014）が発展さ
せた「概念型カリキュラム」である。従来の知識蓄
積型の授業から脱却し、知識を概念的に整理・体系
化することで転移を促進するアプローチは、深い学
びの実現に大きな可能性を秘めている。
　本研究では、この「概念型カリキュラム」を基盤
とし、樋口（2024）が算数科で提唱した「カード学
習法」を国語科の物語文の学習に導入し、転移促進
の可能性を検討する。カード学習法は、児童が学習
内容を整理・言語化し、文脈への応用を容易にする
ため、深い学びおよび転移促進を支援する新たな授
業デザインとして期待される。
　白水（2012）によれば、従来の転移観が「学習者
が単独で既習知識を適用できるか」が中心だったが、
近年の学習科学では「学習者が他者や環境と相互作
用しながら、新たな状況で知識を再構成し、活用す
る」ことも転移だと考えられる。本研究では前者を

「完全転移」、後者を「準転移」と位置づけ、他者や
環境を活かしながら、自己決定的に知識を適用でき
る授業設計を重視する。さらに、転移の過程を詳細
に把握するため、児童の知識を「宣言的知識」と「手
続き的知識」に区分する。
　また、近年の国語科学習では、教室内の読解力向
上にとどまらず、日常生活を豊かにする視点が注目
されている。読解方略や概念的理解が深まれば、児
童は「つながりを見つける」「方略を活かす」など
の行動を生活でもする可能性が高い。そのため、本
研究は「転移の自覚」や「転移の意欲」といった内
面的要素にも注目し、授業外でも児童が学んだ内容
を発揮しているかを考察する。

1.2　本研究の目的
　本研究の目的は、「概念型カリキュラム」を基盤
とし、樋口（2024）の「カード学習法」を国語科授
業に導入し、その有効性を検証することで、転移を
促進する新たな学習デザインを構築することであ
る。具体的には、以下の2点を明らかにする。
1．知識の準転移の向上

　児童がこれまで作成したカードを、異なる教材や
課題で活用できるかを検証する。
2．転移の自覚・意欲・自発性
　どの程度日常生活で学んだ知識を活かしているか
を把握し、「学びが日常につながる」感覚（転移の
自覚）や、実際に試そうとする態度（転移実践への
意欲）、そして自発的行動（転移の自発性）が生じ
ているかを検討する。

2．研究の方法

2.1　国語科におけるカード学習法について
　樋口（2024）は、算数科におけるカード学習法に
おいて、以下の6段階を提案している。
1．問題に直面し、使用可能なカードを探索する
2．個人の目標（めあて）を設定する
3．問題を解決し、他者と交流する
4． カードを作成（あるいは改変）し、使用カード

を共有する
5．類題でカードの有用性を検証する
6．振り返りを行う
　カードとは、1時間の学習を振り返り、児童が「大
事だ」と考えたことや「使い方」を1つ書くための
用紙である（図1）。
　これにより、児童が身につけた知識を顕在化させ
る意図があるが、何を書くかは児童に委ねられるた
め、カードの種類や枚数は個人差がある。単元が進
むにつれ、カードが増えるが、その中から児童が必
要なカードを選択する活動が2の段階になる。
　本研究では、国語科物語文の特性を踏まえ、6段

図 1　児童が作成したカード
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階を毎時実施するのではなく、単元中に「問題に直
面し、カードを探索する」「問題を解決し、他者と
交流する」「カードを作成（あるいは改変）し、使
用カードを共有する」という活動を取り入れた。さ
らに、作成、選択するカードを事前に児童へ提示す
る場合もある。

2.2　対象者
　本研究の対象は、愛知県公立小学校4年生1学級
のうち、欠席等によるデータ欠損がなかった24名
である。対象児童はカード学習法に取り組み、本単
元が4単元目、物語文の学習は2単元目となる。
　児童がこれまでの物語文教材で作成したカードを
表1にまとめた。カードは概念的知識・手続き的知
識・事実的知識に分類した。
　宣言的知識は、事実的知識（作品情報など）と概
念的知識（用語、物語構造に関する枠組みなど）を
示している。手続き的知識とは、単なる理解を超え、

活用するための方法や手順に関する知識である。ラ
ニング（2012）は国語科のように「プロセスの構造」
が重い教科では、単に概念的知識を知るだけでは十
分な成果を得にくく、プロセスやストラテジー、ス
キルなども概念的に理解する必要があると指摘す
る。そこで本研究でも概念的知識だけでなく手続き
的知識をカード作成対象に含めた。
　なお、本研究ではカードを概念的知識（概念・原
理・関係性）と手続き的知識（具体的方法や手順）
に分ける際、「知識そのものの性質」を基準にした。
たとえば「情景」は知識の性質上は概念的知識だが、
読解過程では手続き的知識として扱われることもあ
り、「活用場面」で分類すると多くが手続き的知識
になってしまうため、知識の性質に基づく基準を採
用した。
　また、表1以外で児童1人しか作成していないカー
ドとしては、3番が「語の順じょ」「繰り返し」、6
番が「一文まとめ」、9番が「見つける」、11番が「あ

表 1　児童が作成したカード一覧表
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らすじ」「状況」「意外な結末」「検索」「物語でわか
らない言葉を探せるコツ」、12番が「様子」「昔の
言葉遣い」「読者へのメッセージ」、14番が「共感」「絵
で読み取る」「対話する」「目を落とす」、18番が「確
認」、19番が「変化」「昔の自分と対話」、20番が「開
いている質問と閉じている質問」「マイレシピ」、21
番が「色でわける」が見られた。
　ベン図などシンキングツールに関わるカードを作
成した児童も見受けられたが、「シンキングツール」
として一括りにしている。
　児童が最も多く作成したカードは「擬人法」であ
り、「情景」「設定」「心情曲線」は約7割の児童が
作成していた。

2.3　本研究で使用する教材について
　本研究では「つながりを見つけながら読み、おも
しろいと思ったことを話し合おう」という単元目標
を達成するため、光村教科書掲載「友情のかべ新聞」

（はやみね かおる作）を主教材、絵本「えんとつ町
のプペル」（にしの あきひろ作）を副教材とし、あ
わせて並行読書を行った。「友情のかべ新聞」はミ
ステリー仕立ての物語で、登場人物の共同作業を通
じて友情が育まれる過程を描く。概念的知識として
は物語の構成や「伏線」などの理解、手続き的知識
では伏線を探す読解方略の習得が重視される。
　単元目標である「つながりを見つけながら読む」
とは、「なぜこの行動を取ったのか」「どうしてこの
結果になったのか」といった疑問を持ち、因果関係
を結びつける読解プロセスである。そのため本単元
では、疑問を「？」、解決のきっかけとなる叙述や
因果関係を「！」と記号化し、児童が見つけたつな
がりを関連する叙述とともに整理する「？→！カー
ド」（図2）を導入した。
　一方、「えんとつ町のプペル」は教科書外の絵本

であり、学校での学びが日常生活に転移できること
を自覚し、自ら転移を起こそうとする意欲を高める
ことが導入目的である。
　これらを踏まえ、本単元では表2に示すように学
習活動やカード学習法を位置づけた。

2.4　分析方法
2.4.1　知識の準転移の向上の方法

　知識の準転移を検討するため、2つの場面を総合
的に分析する。
　1つ目の場面は2・3時間目で、児童が本単元まで
に作成したカードから自ら選び、課題を解決する活
動を行う。児童が選んだカードや課題の成果物を提
出させ、表3の基準で課題解決成果を得点化する。

図 2　？→！シート

表 2　単元一覧表

表 3　2・3時間目の基準
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　さらに、4つの手順で分析する。
1．何枚活用したかを個別に調べる
2．�活用枚数により、上位25％を第1グループ、下

位25％を第3グループ、それ以外を第2グルー
プに区分する

3．�物語の設定をどの程度読み取れたか（物語の設
定得点）を算出し、各グループの平均得点と既
習カード活用枚数の相関を分析する

4．�第1・第3グループの児童がどのようなカードを
使ったかを調べる

　2つ目の場面は、第4 ～ 6時間目の「友情のかべ
新聞」で、授業内で全員作成する「？→！カード」
を必ず使用し、さらに必要カードを追加して課題解
決を行う。児童が選んだカードや課題の成果物を提
出させ、「伏線とその回収につながる叙述に気づい
て疑問を解決し、表現できる」ことができていれば、
1つ2点、「他の叙述とのつながりに気づいて自分な
りの疑問を解決し、表現できる」ことができていれ
ば1つ1点という基準で得点化する。
　さらに、4つの手順で分析する。
1．�何枚またはどの種類（概念的知識・手続き的知

識など）を活用したかを調べる
2．活用枚数で3グループに区分する
3．�つながりの気づき得点を算出し、カード活用枚

数との相関を分析する
4．�第1・第3グループの児童が、概念的知識カード

と手続き的知識カードのどちらをどう使ったか
を調べる

　さらに、2・3時間目と4 ～ 6時間目でカードを何
枚活用するかの相関も分析する。

2.4.2　転移の自覚・意欲・自発性の方法
　質問紙（表4）を実施し、学びが日常につながる
感覚（転移の自覚）や、学習内容を試そうとする意
欲（転移の実践）、自発的行動（転移の自発性）に
ついて明らかにする。
　質問紙は、A：回答者ID（1問）、B：既習知識の
活用意識（2問）、C：日常生活での活用意識（5問）、D：
未来の転移意欲（4問）の全12問で構成し、4件法
回答（B―1、B―2、C―3、C―4、D―3）については「そ
う思う」4点～「そう思わない」1点で得点化して
平均値・標準偏差を算出した。C―2、C―4では、日
常生活での話題化や活用理由・具体例の自由記述を
求め、D―2、D―4では他作品からのつながり発見や
今後の活用場面を問う自由記述を収集する。

3　研究の結果・考察

3.1　知識の準転移の向上
　2・3時間目における既習カードの活用枚数、グ
ループ分け、設定得点の結果を表5に示す。
　カードを活用しなかった児童は1名、1枚活用が5
名、2枚活用が12名、3枚活用が3名、4枚活用が3
名で、平均2.1枚であった。
　活用枚数から、3 ～ 4枚以上をグループ1（約
25％）、2枚をグループ2（約50％）、0 ～ 1枚をグルー
プ3（約25％）に区分した。グループ1の設定得点
の平均は3.8点、グループ2は4.3点、グループ3は4.3
点で、全体平均は4.2点であった。
　グループ1は「設定」「会話文」「心情曲線」「シ
ンキングツール」「題名に着目」など多様なカード
を併用し、物語の構造や登場人物の内面を多角的に

表 4　質問紙項目
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表 5　2・3時間目のカード内容・設定の得点

表 6　4～ 6時間目のカード内容・つながりへの気づき得点
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把握していると考えられる。
　グループ2は「設定」を中心に「心内語」「心情曲線」

「関係図」などのカードを活用しているが、グルー
プ1ほどの多様性はなく、中程度の深まりにとどま
る。
　グループ3は「設定」以外のカードをほとんど使
わず、視点が限定的である。一部ではカード未使用
も見られ、深い読解や転移を妨げる可能性が高い。
以上より、カード種類・組み合わせが学習転移を左
右することが示唆される。一方、グループ3にはカー
ド選択や読解方略を明示的に支援する必要がある。
　課題解決に使用した既習カードの合計と設定得点
の相関係数は約－0.18で、多くカードを活用しても
必ずしも設定を深く読むわけではない可能性が示唆
される。少ない枚数でも的確に使えれば、読み深め
が可能と考えられ、単にカード数を増やすだけでは
効果が保証されない。
　第4 ～ 6時間目では、授業内で作成した「？→！
カード」を必ず使用し、必要なカードを追加して課
題解決する活動を行った。その結果やつながりへの
気づき総得点を表7に示す。活用しなかった児童2
名、1枚3名、2枚2名、3枚5名、4枚4名、5枚0名、
6枚1名で、平均2.4枚であった。概念的知識カード
を多く活用された。
　グループ1は「設定」「二度読み」「繰り返し」「対
比」「実演」などの多様なカードを組み合わせ、物
語構造や表現に広く注目している傾向が見られた。
　グループ2は「設定」「二度読み」「見直し」「心
内語」「対比」「シンキングツール」などを使い、基
本的な読解方略と主要な物語要素を中心に活用され
ていたが、グループ1ほど多様な組み合わせは見ら
れなかった。
　グループ3は「人物の様子」「心内語」にとどま
る例が多く、カードの活用が限定的であった。全体
因果関係や構成把握が不十分で、深い学習転移に結
びつきにくいと推測される。
　さらに、3 ～ 4枚以上をグループ1（25％）、2枚
をグループ2（50％）、0 ～ 1枚をグループ3（25％）
と区分したところ、グループ1のつながりの気づき
総得点は9.4点、グループ2は5.7点、グループ3は4.4
点、全体平均は6.3点だった。
　「課題解決に使用した既習カードの合計」と「つ

ながりへの気づき総得点」の相関係数は約0.51で、
多く活用する児童ほど、つながりへの気づきも高い
傾向がある。
　また、2・3時間目と4 ～ 6時間目のカード選択枚
数の相関係数は約0.42で、カードを多く使う児童は
後の活動でも多用する一方、学習背景や興味・関心
等の影響も大きいと考えられる。
　以上の分析から、カード学習法で作成したカード
を実際に活用することで、物語文の読解が設定・人
物・心情・表現など多視点に広がり、学習転移にも
好影響を及ぼす可能性が示唆された。特に、多様な
カードを組み合わせる児童ほど関連づけた深い理解
や、つながり発見につながりやすい。一方、カード
が少ないか同じ種類に偏る児童には、読解方略や
カード選択法など指導の明示化が必要といえる。
よって、「カード学習法」を国語科授業に適用する
ことは、児童の主体的・多角的読解を促し、既習知
識の応用や学習転移を促す有力な方法と考えられる。

3.2　転移の自覚・意欲・自発性について
　B―1「カード学習法を始める前と比べて、今の学
習にこれまで学んだことを使おうと思う意識は高ま
りましたか」の結果は平均値3.17、標準偏差0.76で
あった。平均値から、多くの児童が「ややそう思う」
または「そう思う」と回答し、カード学習法による
既習知識活用意識の高まりが示唆される。一方、標
準偏差が0.76と大きめなことから、個人差が推測さ
れる。つまり、肯定的に捉える児童が多数いる一方、
まだ十分に学習転移を実感していない児童も一定数
いる可能性がある。
　B―2「カード学習法を始める前と比べて、学んだ
ことを今後の学習でも使えるようにしようという意
識は高まりましたか」の結果は平均値3.5、標準偏
差0.59であった。平均値3.5は「ややそう思う」以
上が多く、今後の学習でも既習知識を活かそうとす
る意識が比較的高いと考えられる。また、標準偏差
0.59が小さいことから、回答が3 ～ 4に集中してい
る。学習転移を感じにくい児童には、具体的活用場
面を提示する指導が考えられ、強い転移意識を持つ
児童の事例共有を通じて学び合いを促すことも有効
と考えられる。
　B―1では「今の学習」での活用意識が一定程度高
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まったが、児童間で意欲差が示唆される。一方、
B―2は「今後の学習」への活用意識がさらに強まる
可能性を示し、標準偏差が小さい点から多くの児童
が「これまでの学びを今後役立てたい」と考え始め
たといえる。このように「今の学習」より「今後の
学習」での意識が高い傾向は、児童がカード学習法
に手応えを感じ、将来の学習へ積極的につなげよう
とする姿勢を示唆している。
　B―1とB―2の相関係数は0.58（p＜.05）で、中程
度かつ統計的に有意な正の相関が認められた。つま
り、「今の学習」で既習知識活用意識が高いほど、「今
後の学習」でもその意識が高まる傾向があると示唆
している。
　C―1「授業で読んだ『えんとつ町のプペル』を
家族や友達と話題にしたか」では、「ある」14件

（58.3％）、「ない」10件（41.7％）だった。
　C―2（C―1で「ある」を選択）の自由記述には、
物語の概要説明、設定共有、他メディア比較、つな
がり視点を会話に取り入れるなどの事例が挙がり、
学習内容が家庭や友人との会話に転移している好例
といえる。
　C―3「授業後、映画・マンガ・本などを読むとき
につながりを見つけようと思うようになりました
か」の結果は平均2.63、標準偏差0.92で、「ややそ
う思う」に近い水準だが、回答のばらつきが大きい。
一部ではつながり意識があまり芽生えなかった児童
もいれば、積極的に意識する児童も少数いるため。
つながりを見つける具体的方略をさらに提示・共有
する必要がある。
　C―4「授業を受けて、『学校で学んだことは日常
生活でも使えそうだ』と感じましたか」の結果は平
均2.88、標準偏差0.90で、「ややそう思う」に近い
水準だが、ばらつきが大きく、1 ～ 4の両極が含ま
れる。つまり、学習転移を強く実感する児童と、実
感できない児童が混在する状況と考えられる。
　C―3とC―4の相関係数は約0.36で有意水準に達し
ないが、ある程度の関連性は示唆される。読書・映
像鑑賞時につながりを意識する児童ほど、日常生活
への学習転移を感じる傾向があるが、統計的には不
十分で、一部児童には両者が一致しない可能性があ
る。授業で学んだ視点やスキルを実生活にも適用す
る具体案を示すことが求められる。

　C―5（C―4の理由・具体例）では、会話や文章執
筆における表現技法を意識する、読書・映画で伏線
や心情を考える、家族や他教科に学んだことを伝え
る事例などが挙げられ、単なる知識習得を越え、学
んだ考え方やスキルを多方面で応用できることを児
童自身が感じている証拠といえる。特に「つなぎ言
葉を意識する」「要約して話す」などは、日常コミュ
ニケーションに直結する活動である。
　D―1「『えんとつ町のプペル』の授業後、本や映
画などで『つながりを見つけられた！』と思う経験
はあったか」では、「ある」7件（29.2％）、「ない」
17件（70.8％）で、転移がすべての児童に均等に起
こっているわけではない可能性がある。
　D―2（D―1で「ある」を選択）の自由記述では伏
線探しやシリーズ作品での関連発見を楽しむ児童が
いる一方、そうした視点を持たずに楽しむ児童もい
る。転移要因として、児童の興味・関心、読書習慣、
授業中の動機づけなどが考えられるため、より多く
の児童に転移を実感させる方策が求められる。
　D―3「これからの生活で『学校で学んだことを使っ
てみよう』と思うか」の結果は平均3.13、標準偏差
0.90で、「そう思う」児童が多い一方、回答にはば
らつきがある。
　D―4（D―3で「そう思う」「ややそう思う」を選択）
の自由記述では読解スキル、言語活動、思考力・問
題解決、創作・表現など多様な活用場面が確認され
るが、個人差も大きい。
　カード学習法を導入することで、「今の学習」で
の既習知識活用意識が一定程度高まり、「今後の学
習」にはさらに積極的に取り組む意欲が示唆された。
特に中程度の相関（r＝0.58）から、今の学習で知
識を活用する児童ほど将来の学習でも意欲が高い可
能性がある。
　一方、活用意欲が低かったり、日常生活への応用
が難しかったりと感じる児童も存在するため、指導
方法や学び合いの場を工夫する必要がある。実際、

「家族や友達と話題にした」「他の本・映画でつなが
りを探した」など転移事例も一部に確認されており、
カード学習法が転移促進に一定の効果をもたらす可
能性が裏づけられた。したがって、全児童が自覚的・
積極的に既習知識を活用できるよう、指導内容や授
業デザインをさらに充実させることが重要といえる。
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4．研究の成果と今後の課題

　本研究では、カード学習法を導入することで、児
童が学習中の既習知識を自覚的・積極的に活用しよ
うとする意欲が一定程度高まったことが確認され
た。特に、「今の学習」と「今後の学習」における
既習知識の活用意識が関連し、多様なカードを組み
合わせる児童ほど作品構造や人物の心情を幅広く把
握し、学習転移に好影響をもたらす可能性が示唆さ
れた。また、一部の児童は日常生活や他の読書活動
にもカードで学んだ内容を意識的に活かしており、
カード学習法が転移促進の教授法として一定の有効
性が裏づけられたといえる。
　一方で、個人差が大きいことも判明し、カードの
活用意欲が低い児童や、生活場面へ結びつけにくい
児童も存在した。したがって、今後は「活用モデル
や成功事例の共有」「日常応用のシミュレーション
や振り返り」の導入が求められる。こうした取り組
みにより、カード学習法の有効性をさらに高め、児
童の多様性に対応しながら学習転移を促進していく
ことが今後の重要な課題である。
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